
広島県立生涯学習センターぱれっとひろしま

令和２年度新規開発教材について



開発の経緯

講座の展開

ポイント





開発の経緯

【NO.26ケイタイ！うちではどうする？！の見直し】

≪背景及び方向性≫
資料を平成29年度のものに更新しているため，また，

高等学校においてスマートフォン等の学校への持ち込
みが可能となったことを踏まえた見直しが必要である。

≪ねらい≫

子供のスマートフォン利用実態について話し合い，ど
うすれば子供がスマートフォンと上手に付き合うことが
できるかを考える。



開発の経緯

対 象 小学生～高校生及びその親

時 間 120分程度



講座の展開



ポイント①



ポイント②



ポイント②





開発の経緯

〈新規教材〉NO.26のアレンジ版
「スマホ時代の子供たち～身につけたいスマホリテラシー～」
≪背景及び方向性≫

広島県では，子供がスマホ等を所持する場合，保護者は，子供と話し合って「わが家のスマホ
ルール」を作成し，相互に確認すること等の取組を推進している。（広島県教育委員会広報紙「ク
リップ」70号参照）また，内閣府の調べによるとルールの有無に対する子供と保護者の間に認識の

差があるという結果が出されている。

既存のルールを親子で共に見直すことで，子供と保護者の認識の差を埋められるような教材を
開発する。

≪ねらい≫
デジタル社会の中で，インターネット，スマートフォンを始めとするデジタル機器，SNSなどのコミュ
ニケーションツールの適切な利用法について考える。

対 象 小学生～高校生及びその親

時 間 60～75分程度



講座の展開



ポイント①



ポイント①



ポイント②





乳幼児の保護者にとって身近な場所で気軽に子育ての
不安や悩みを話し合う場を提供できないか。

開発の経緯

短時間 少人数 ネウボラ等

対 象 ０～２歳児の親

時 間 20分程度

人 数 ３～４人



開発の経緯
〈新規ミニ教材〉乳幼児期におけるスマートフォンの関わり
「デジタル時代の子育て～スマホの使い方みんなどうしてる？～」

≪背景及び方向性≫

スマートフォンを乳幼児期から子育ての一助としている家庭は増えて
きているが，その反面，子供の利用時間等に不安を抱えている保護者
も多い。

子育てにおいて，社会の変化に応じたスマートフォンとの向き合い方
について考える教材を開発する。

≪ねらい≫

スマートフォン等のデジタル機器の見せ方や遊ばせ方について話し
合い，スマホ時代の子育てについて考える。スマホ時代の子育てにつ
いて，他者との交流を通して，自分の子育てを振り返る。



≪ 展 開 案 ≫

講座の展開 ～展開案～

参加の呼びかけ

趣旨の説明

三つの約束

自 己 紹 介

話 し 合 う

感 想



スマホの使い方をどのように工夫していますか？

ポイント①



ルールを決めていますか？

「いつまで」「どれくらい」等，子供にも判断できるおやくそくにしましょう。

日頃から家族でおやくそくが守られていることを確認しあい，

守られたらたくさんほめてあげましょう。

わが家のおやくそく～ルールづくりのヒント～

おやくそくが守れない時や，子供の成長に合わせて，見直し・更新しましょう。

参考：「スマホ時代の子育て～悩める保護者のためのＱ&Ａ～（乳幼児編）」内閣府 2019年１月

わが家のおやくそく

ポイント②





その他

●HPの活用 ぱれっとひろしま


